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［研究ノート］
1.　はじめに
　フランスの社会学者であるモーリス・アルヴァッ
クス（M. Halbwachs, 1877–1945）は、1925年『記
憶の社会的枠』（Les cadres sociaux de la mémoire）
と、1941年『聖地おける福音書の伝承的地誌』（La 
topographie légendaire des évangiles en Terre 
sainte）、そして遺稿『集合的記憶』（La mémoire 
collective）において「集合的記憶」を明らかにした。
特に『記憶の社会的枠』と『集合的記憶』からは、
ベルクソンの記憶論への批判を超えて、デュルケー
ムの集合意識もしくは集合表象からの影響を受け
ていることが読み取れる。
　第二次世界大戦終結の1945年にブーヘンヴァル
ト強制収容所においてその生涯を閉じたアル
ヴァックスの集合的記憶論への関心は、彼の没70
年を過ぎてもなお廃れていない。また、今年2017
年は、そのアルヴァックスが影響を受けた社会学
の祖デュルケームが没してから100年になる。
　そこで、本稿では、そのアルヴァックスに対す
るデュルケームの影響について取り上げてみたい。
　アルヴァックスは、デュルケームの集合表象の
一例として、アルヴァックスが集合的記憶を構想
しただけはない。ベルクソンの記憶論を主観主義
的と批判する中で、客観的な社会学的方法として、
集合的記憶の「社会的枠」論を描き出そうとして
いた。この取り組みは、アルヴァックスがベルク
ソン哲学とデュルケーム社会学の差異を明確にし
て、社会学の方法を科学的に論じようとしたもの
だと考えられる。
2.　集合的『記憶の社会的枠』
　そもそも、アルヴァックスは、「われわれの想い
出（souvenir）は集合的なものであって、たとえ
それが、われわれだけが関与した出来事や、われ
われだけが見た事物にかかわるものであっても、
他の人びとによって想い起こされるのである」
（Halbwachs［1950］1997：52=1989： 2 – 3 ）と述
べている。すなわち、ほとんど忘れてしまったよ
うな過去の想い出を他者の記憶に助けられて想い
出すことが、「集合的記憶」であると言う。
　また、その集合的記憶は、歴史との違いによっ
て次のように説明される。
　　 歴史は集団を外部から検討し、かなり長い持
続を把握するからなのである。これに反し、
集合的記憶とは、内部から見られた集団のこ
とであり、しかもその期間は、人間の生命の
ふつうの長さを超えることはなく、多くの場
合、 そ れ よ り は る か に 短 い の で あ る。
（Halbwachs［1950］1997：140=1989：98）
　つまり、歴史が、過去の出来事を集団の外部か
ら長い期間にわたって全体的に把握するものなの
であるのに対して、集合的記憶は集団の内部にお
いて生じて、歴史に比べて短いものであることが
わかる。その集団外部に形成される歴史の成立に
ついて、アルヴァックスは次のように説明する。
　　 過去の出来事の全体を唯一の場面に描くよう
に蒐集することは、その想い出を保っている
集団の記憶からそれらの出来事を切り離し、
それらの出来事が、それが生じた社会的環境
の心理的生活と結びついている絆を断ち切り、
その年代史的・空間的図式だけを保持するこ
と に よ っ て は じ め て 可 能 な の で あ る。
（Halbwachs［1950］1997：137=1989：94）
　すなわち、アルヴァックスは、「歴史家が特に差
異点に対して関心を抱き、類似点を抽象している」
（Halbwachs［1950］1997：137=1989：95）と述べ、
過去の出来事から集合的な想い出を断ち切ること
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で、「変化の一覧」（tableau des changements）と
しての姿を明らかにしたと考えられる。その一方
で、集合的記憶は、前面化した類似に注目して、
（Halbwachs［1950］1997：138– 9 =1989：96）、「類
似の描写」（tableau des ressemblances）としての
集合的な想い出を形成する。したがって、歴史が
過去の出来事の差異もしくは変化に注目するのに
対し、集合的記憶は歴史が切り落とした類似点に
注目していることになる。
　ここから、集団内部の視点や、想い出の類似性
が集合的記憶を説明するものであることがわかる
が、これらのものはどこで担保されているのかが
問題になるだろう。ここでは、集合的記憶の「時
間的枠」（cadre temporel）と「空間的枠」（cadre 
spatial）によって、集団内部の視点や過去の類似
性が担保されると考えたい（横山 2010）。アル
ヴァックスは、これら二つの枠を「社会的枠」と
総称している（Halbwachs 1925）。
　時間的枠とは、ある一人にだけでなく、他の人々
もある一つの現象を同時に知覚し、その偶然の一
致が規則的間隔を持って再び現れる「社会的時間」
のことである。学生と社会人の生活リズムが異な
るように、それぞれの集団に固有の生活のリズム
を指している。この場合の時間間隔を類似した慣
例的区分の反復として捉え、この区分の「同時性」
（simultanéité）（Halbwachs［1950］1997：147–
50=1989：106– 9 ）がある集団の成員に共有される、
とアルヴァックスは考えた。また、空間的枠は、
そこに生活する集団が維持する生活空間のイメー
ジであり、集団の想い出を想起するときに基礎と
する場所のイメージを指す（Halbwachs［1950］
1997：193– 7 =1989：163– 8 ）。私たちが我が家に
落ち着きを感じるのは、その家族内に類似する空
間構成があり、空間的枠はこの固有の空間構成を
指していると考えられる。例えば、過去に住んで
いた家の家具やその配置、過去に訪れた街の風景、
過去に歩いた通りに並ぶ店を想起することで、そ
こに共に暮らした他の成員との関係がよみがえる
ことがあるだろう。
　このように社会的枠を基に集合的な想い出を再
構成することから、集合的記憶が集団内部の視点
と類似を描写することが明らかになると考えられ
る。
3.　時間の空間化：ベルクソンからの影響
　それでは、これら二つの社会的枠は、ただ同じ
集団に属する他者たちが、自分ではなく集団の別
の成員が経験した過去の想起に関与することに対
して、どのように働いているのだろうか。
　アルヴァックスは『集合的記憶』の第 3 章と第
4 章において、家族の集合的記憶を例に考察を行っ
ている。第 3 章は「時間的枠」を中心とした集合
的記憶の時間論であり、ベルクソンの「持続」批
判となっている。第 4 章は「空間的枠」を中心と
した集合的記憶の空間論だと言える。
　その時間的枠論において、家族という集団は夫
婦からはじまり、子どもの誕生、子どもの独立に
よって集団を変化させ、そこに流れる社会的時間
を 変 化 さ せ る（Halbwachs［1950］1997：184–
8 =1989：152– 6 ）、と論じられる。子どもが生ま
れることで家族は拡大して、それまで夫婦独自の
生活リズムが子どもを中心とした生活リズムとな
り、新たな時間的枠を生み出すことになる。しかし、
それは夫婦集団が新しい家族集団に吸収されたこ
とを意味するのではなく、夫婦の生活リズムに並
んで新しい生活リズムが存続する、とアルヴァッ
クスは説明する。
　　 古い時間は新しい時間とならんで、あるいは
新しい時間の中にさえ、存続できるのであっ
て、あたかも古い集団が、その実質の中から
生まれた新しい集団の中に完全に吸収される
ことを拒否しているかのようなのである。
（Halbwachs［1950］1997：184=1989：152）
　また、空間的枠による、家族に関する集合的記
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憶も説明される。家族が住んだ家や家具の配列、
装飾などの空間的枠が社会的慣習や社会的栄光を
想起させるということになる。
　　 われわれを取り巻く物質がわれわれの刻印と
同時に他の人びとの刻印をも持っていること
は避けられない。われわれの家、われわれの
家具と家具が配列される仕方、われわれが生
活する部屋の配置の全体、それらはみな、わ
れわれがこの枠の中で頻繁に見る家族員や友
人のことを想起させるのである。［中略］住宅
やその内部の様子が安定していることは、集
団に対して、その連続性という落ち着いたイ
メージを強く与えるものである。（Halbwachs
［1950］1997：194– 5 =1989：164– 6 ）［中略は
引用者による］
　家族が暮らした空間配置が維持されることで成
立する空間的枠が、安定的な連続した集合的記憶
を示す。確かに、アルヴァックスは旅行などの非
日常ではなく、少年期のようにより長い一時期に
ついての集合的記憶に関して、「特に働くのは、時
間よりは空間的枠である」（Halbwachs［1950］
1997：157=1989：118）2 ）と述べる。
　それでも、アルヴァックスは、私たちの集合的
記憶において頻繁に参照されるのは、約束の期日
などの時間的枠であるとも言う（Halbwachs［1950］
1997：157=1989：118）。集合的記憶が参照するのは、
時間的枠なのか、それとも空間的枠なのか。ここ
では、例えば家族に関する想い出は時間的枠によっ
て再構成され、空間的枠によって保存されると考
えたい。つまり、まず家族の生活は時間的枠（日
付や時期など）によって想起され、その後、継続
する空間的なイメージを持って保存されると考え
ることができる（横山 2010）。
　このように持続する時間を日付によって区切る
ことは、ベルクソンの持続と対比される「時間の
空間化」に他ならない3 ）。アルヴァックスは、ベ
ルクソン的な持続を批判しており（Halbwachs
［1950］1997：145–56=1989：104–16）、むしろ「時
間の空間化」を経て、過去を空間的枠に転回しよ
うとしているのではないか。
　確かにベルクソンは、私たちが持続を持続とし
て捉えられなくなるのは、「時間の空間化」による
ところが大きいと論じている。「時間の空間化」と
は、時間、運動、変化などの持続を言語によって
表現したり、数値化したりして、その継起を区切
ることで変質させてしまうことである。つまり、
アルヴァックスは、記憶という持続を時間的枠と
いう「不動の枠（cadre immobile）」（Halbwachs
［1950］1997：189=1989：158）によって区切り、「時
間の空間化」を行っていることになる。
　なぜアルヴァックスは時間の空間化を選んだの
か。その上、集合的な想い出が空間的枠へと転回
するならば、時間の空間化は自覚的に行われたと
考えざるを得ない。ここでは、アルヴァックスが、
ベルクソン的な持続は個人主義的なものであり、
他者とは共有できないと批判したことに注目した
い。
　　 私の意識の状態が絶え間なく運動して次から
次へと継起するならば、またそれらの状態が
何の境界線も持たず、過ぎ去っていく流れの
中で停止することもないとすれば、あるいは
はっきりした輪郭を持った対象が私の意識生
活の表面に、浮き彫りになって出てくること
がなければ、私は私の持続から外に出ること
は で き な い の で あ る。（Halbwachs［1950］
1997：152=1989：112）
　つまり、ここで言う「境界線」こそが社会的枠
としての時間的枠と空間的枠だと考えられる。そ
うであるならば、その社会的枠によって、「私の持
続」が他者の持続と接触することができるように
なり、主観的な意識を他者と共有できるのだろうか。
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4.　 集合表象としての社会的枠：デュルケー
ムからの影響
　ここまでで述べたように、アルヴァックスは「私
の持続から外に出る」という観念を、デュルケー
ムの「集合表象」に求めていると考えられる。
　　 デュルケームは、孤立した個人はやむをえな
い場合には、時間が過ぎ去るものであること
を無視し、時の長さを測定できない状態にい
ることもできるが、社会における生活という
ものは、すべての人びとが時間と持続につい
て意見の一致を見ており、また自分たちが対
象とされる取り決めだということをよく理解
していることを意味しているものであると、
間違うことなく見てとっていた。それゆえに
こそ、時間についての集合的表象が存在する
のである。この時間の集合的表象は、もちろん、
天文学や地球物理学上の主だった事実と一致
するのであるが、社会はこうした一般的枠に、
具体的な人間集団の条件や慣習に特に合致す
る別の枠を重ね合わせるのである。だから次
のように言うことができる。時間の天文学的
区分や日付はいろいろな社会的区分によって
覆い隠されてしまっているため、漸次消滅し
てしまい、自然は持続を組織する仕事をしだ
いに社会に委ねていく。（Halbwachs［1950］
1997：134– 4 =1989：101）
　つまり、アルヴァックスは持続を否定している
のではなく、ベルクソン的な持続を、「時間の天文
学的区分や日付」という集合表象に重ねることで
「時間の空間化」を生じさせ、「社会に委ねて」い
ると考えられる4 ）。ベルクソン的な持続を、時間
の区分という集合表象で「覆い隠す」、もしくはベ
ルクソン的持続に集合表象を重ね合わすことで社
会に向かっていく。したがって、アルヴァックス
は集合表象として時間的枠や空間的枠といった社
会的枠を構想したと言える5 ）。
　このことは、ベルクソンの立場からすれば、持
続を分断することでしかないかもしれないが、デュ
ルケームからアルヴァックスへの流れは「私の持
続から外に出る」方法を示していることになる。
デュルケームの集合表象として社会的枠を構想す
ることによって、アルヴァックスは他者と共有さ
れる集合的記憶という概念を明確にしたのではな
いか。
　したがって、アルヴァックスは、個人の心理に
外在するものと内在するものの混在を認識した上
で、個人的な心理の外側にあり、人びとに強いら
れる拘束力（道徳的な性質）をもった「集合的な
実践において表される表象」（Halbwachs［1918］
1967：359）、すなわちデュルケームの集合表象を
演繹したと考えられる。
　　 確かに、社会的と言われる、心理的事実の起
源は、あるいは少なくともある意識の中での
それらの事実の表象の起源は、当然、その他
の人びとの意識の中で見つかることになるだ
ろう。（道徳的世界だけに留めても）それぞれ
の［意識の］外側にあるものは、その他の人
びとの意識である。私たちを強いる集合的と
言われる状態を伴う力は、そのような［集合的］
状態が多くの人びとに共通するということか
ら生じるのであり、すなわち、諸個人の思惟
や信念の一つの総体であるということから生
じ る の で あ る。（Halbwachs［1918］1967：
360）［強調・補足は引用者による］
　ここから、アルヴァックスは「私」という個人
の外にいる他の人びととも共通する集合的な状態
から社会的事実を取り出そうとしていることがわ
かる。つまり、社会的事実の表象の起源を他者の
意識に求めている。
　「私」を含めた他者たちの意識の集合となること
で、個々の意識には見出せない特性を示すために、
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生命体の諸要素には生命はなく物質の移動と生化
学反応だけで、窒素や炭素分子からその生命体の
特性を見出せないという例が扱われている。部分
である個人意識の連合と相互浸透によって、部分
とは異なる全体として集合表象という事物が生じ
ることになる（Halbwachs［1918］1967：362– 3 ）。
　このように、アルヴァックスは、「社会を実体化
すること、社会を実体のレベルに引き上げること、
卓越した事物（chose）を作ること」（Halbwachs
［1918］1967：363）というデュルケームの科学的
方法を継承したことになる6 ）。
5.　おわりに
　ここまで、集合的記憶の核となる社会的枠（時
間的枠と空間的枠）は、デュルケームの集合表象
を引き継ぐ概念であり、他者との過去の共有を集
団において説明することを論じてきた。そのこと
で、社会を実体化するというデュルケームの社会
学的方法を、アルヴァックスが受け継いだことに
なる。
　けれども、現段階ではアルヴァックスの社会学
的方法に歯切れの悪さも残る。それは、アルヴァッ
クスが集合表象を社会的枠と捉えているのか、そ
れとも集合的記憶もしくは集合的な想い出と捉え
ているのかが明確はないためである。集合表象が
集合的記憶であるならば、社会的枠はその集合的
記憶の手法を論理整合的に説明できるかもしれな
い。またデュルケームの集合表象との差異を明確
にすることもできるかもしれない。いずれも今後
の課題となるが、集合的記憶が集合表象であるだ
けでなく、その方法論を明確にすることで、集合
的記憶は、デュルケームの集合表象としての単な
る実証対象ではないことが明らかにできるのでは
ないだろうか。
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1 ）本稿は、JSPS科研費「社会学のディシプリン再生はい
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修正したものである。
2 ）小関藤一郎訳を参照しているが一部改訳を加えた。
intervenirについて、小関訳では「介入する」だが、ここ
では「働く」と訳した。
3 ）ベルクソンは、「空間化された時間」について次のよう
に述べている。
　　　 空間の観念に親しんで、それに憑依されてさえいる
われわれは、純粋な継起について自分が抱く表象の
うちに知らぬ間に空間の観念を導入してしまう。か
くしてわれわれは、ものものの意識状態を、それら
が同時に覚知されるような仕方で、つまり、もはや
一方のうちに他方をではなく、一方のかたわらに他
方をという仕方で併置する。（Bergson 1889：75 = 
2002：116– 7 ）
4 ）ベルクソンは1926年 4 月26日にアルヴァックスに当て
た手紙で『記憶の社会的枠』について、「想い出の保存と
喚起において、私は本質的なものを社会に充てるに至っ
ていない」と記している（Bergson 2002：1193）。
5 ）ただし、アルヴァックスはデュルケームの集合表象を
解釈する中で「記憶についての研究は、思い出が物質的
実体ではなく、意識の外側に存在しうることを私たちに
教えてくれる。」（Halbwachs［1918］1967：363）とも述
べている。必ずしも、社会的枠が集合表象なのではなく、
集合的記憶が集合表象である可能性もある。
6 ）ナメはアルヴァックスの『労働者階級と生活水準』に
ついて「図式はベルクソン的である。けれども、現実に
関する本質的なものとは神や生ではなく、社会なのであ
る」（Namer 2000：30）、と述べる。
参考文献
Bergson, Henri,［1889］1997, Essai sur les données 
immédiates de la conscience, PUF.（＝2002、合田正人・
平井靖史訳『意識に直接与えられたものについての試論』
筑摩書房。）
────,［1896］1999, Matière et mémoire, PUF .（＝1965、
田島節夫訳『物質と記憶（ベルグソン全集第二巻）』白水
社。）
21
Durkheim, Émile,［1895］1999, Les règles de la méthode 
sociologique, Quadrige, PUF.（＝1978、宮島喬訳『社会学
的方法の規準』岩波書店。）
Halbwachs, Maurice,［1918］1967, “La doctrine d’Émile 
Durkheim,” Revue Philosophique, 85：353–411.
────,［1925］1994, Les Cadres sociaux de la mémoire, Albin 
Michel.
────,［1950］1997, La mémoire collective, Nouvelle édition 
revue et augmentée, Albin Michel.（＝1989、小関藤一郎訳『集
合的記憶』行路社。）
Namer, Gérard, 2000, Halbwachs et la mémoire sociale, L’
Harmattan.
横山寿世理、2007「複数性と不確定性–時間に依拠する自我」
『年報社会学論集』20：72–83。
────、2010「アルヴァックス集合的記憶論再考–想起・
忘却・保存」『社会学史研究』32：75–89。
（よこやま・すぜり　聖学院大学人文学部日本文化
学科准教授）
ご注文は出版会ＨＰ http://www.seigpress.jp/ または、 
お近くの書店、Amazon.co.jp からお願いいたします。 
魔女は真昼に夢を織る 
松本祐子 著
2016 年 12 月発行 
A5 判 256 頁 2,300 円（税別） 
人はみな美しい嘘に騙されたい。 
永遠は呪い、嘘は夢。 
いつわりの言葉があなたを魔法にかける。
スピリチュアルケアを学ぶ ７ 
スピリチュアルな存在として
――人間観・価値観の問い直し 
 窪寺俊之 編著  
2016 年 10 月発行  
A5 判 258 頁 2,300 円（税別）  
アルフォンス・デーケン・田村綾子・関正勝 
阿久戸光晴 窪寺俊之 著 
シリーズ最終巻。すべての人はそれぞれの価値を志向してい
る。一人ひとりの価値を傾聴し、その「スピリチュアリティ」能力
を尊重し、生かしていこう。 
お問い合わせ先 
本 近刊のご案内 
TEL：048-725-9801 FAX：048-725-0324
URL：http://www.seigpress.jp/
